


保管

廃棄

3. 組成及び成分情報

化学物質 ・混合物の区別

化学名又は一 般名

メチレンビス(4-フェニ

ルイソシアネート） (4,
4' ージフェニルメタンジ

イソシアネ ー ト）

特別な処置が必要である。 (P321)

皮隙刺激又は発疹が生じた場合は、 医師の診断、 手当てを受けること。

(P333+P313) 

汚染された衣類を内使用する場合には洗濯すること。 (P363)

容器を密閉して換気の良い場所で保管するごと。 (P40]+P233)

施錠して保管すること。 (P405)

内容物、 容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処埋業者に業

務委託すること。 (P501)

分類に寄与する不純物及び安

定化添加物

情報なし

労働安全衛生法

化学物質排出把握管理

促進法(PR TR法）

4. 応急措置

吸入した場合

皮隅に付着した場合

眼に入った場合

飲み込んだ場合

応急措置をする者の保護

5 火災時の措猶

消火剤

特有の危険有害性

特有の消火方法

消火を行う者の保護

6 漏出時の措置

名称綽を通知すべき危険物及 メチレンビス(4, I -フェニレン）＝ジ

び有害物（法第5 7条の2、 イソシアネート（法令指定番号： 599) (5%

施行令第I 8条0) 2別表第9)未満）

第1種指定化学物質（法第2 メチレンビス(4, 1--ノェニレン）＝ソ

条第2項、 施行令第］条別表 イソシアネート（法令指定番号： 448)

第1) (2. 4%) 

加熱溶融時に発生する蒸気は、 眼、 昴、 喉を刺激することがあるので、

異常を感じた場合は直ちに窄気の新鮮な場所に移し、 医師の診察を受け

る。

加熱溶蘭状態の製品が皮膚に付着した場合は、 直ちに水で1 5分以上冷

却後、 火傷に対する医療処置を行う。

直ちに医師に連絡すること。

加熱溶厭状態の製品が眼に入った場合は、 直ちに水で1 5分間以上冷却

し、 眼利医の手当を受ける。 目をこすったり、 無理に開かせてはいけな
し、

゜

日をすすぐこと。 無理に吐かせないこと。

酒ちにl医師に連絡すること。

救助者は必要に応じて適切な保護具を着用する。

大贔の水を放水する。 水がないときは二酸化炭素、 粉末消火剤あるいは

土を用いる。

可燃性物質：燃えるが、 容易に発火しない。

大規模火災の場合、 水散布すると熱水または溶融した製品が飛び散るこ

とがあるので、 泡消火剤などを用いる。

消火作業の際は、 空気呼吸器を含め防調服（耐熱性）を着用する。

人体に対する注意事項 、 保護 破紙などにより使用前の製品がこぼれた場合は足下に1t意し、 転倒防止

具及び緊急措置 に留慈する。

溶融物のi屈洩の場合は触れると火傷につながるので、 すぐには近寄らず

冷却固化を待つ。












